
令和5年度第2回地域クラブ活動推進協議会

部活動改革推進課説明資料

令和6年2月9日（金）

北海道教育庁学校教育局部活動改革推進課
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本日の説明内容
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１ 道内市町村の取組状況

２ 令和６年度の実証事業

３ 道教委の取組
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１ 道内市町村の取組状況

令和5年度部活動の地域移行に係る市町村の取組状況調査結果
（令和5年12月1日時点）



部活動の地域移行に係る市町村の取組状況調査 -概要-
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○調査時期：令和５年12月１日～令和５年12月27日

○調査方法：札幌市を除く各市町村教育委員会（178市町村）へ回答フォームへの入力を依頼

○調査基準日：令和５年12月１日時点

○調査項目：
（1）部活動の地域移行に向けた取組状況

① 庁内における内部検討の着手
② 地域説明会等の実施
③ 協議会等の実施
④ 生徒や保護者等のニーズ把握
⑤ 指導者人材の把握
⑥ 指導者人材の確保
⑦ 運営方針等の決定
⑧ 運営団体・実施主体の決定
⑨ 【運動・スポーツ系】地域クラブ活動の実施状況（休日の活動）
⑩ 【文化系】地域クラブ活動の実施状況（休日の活動）
⑪ 地域移行に向けたその他の取組

(2) その他
① 近隣市町村との連携について
② 地域移行に向けた課題
③ 令和６年度の実証事業参加希望の有無

※ より正確な状況を把握する必要があるため、今回調査よ
り、各教育局が把握する範囲での調査から、各市町村教育
委員会に対し直接調査する方式へ変更



市町村取組状況の推移
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・全体的に数値が伸長。特に「指導者の確保」「運営方針等の決定」など地域
移行に向けた具体的な取組に着手した市町村が大幅に増加している。
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内部検討着手

地域説明会の実施

協議会等の設置

ニーズの把握

運営団体・実施主体の決定

地域人材の把握

指導者の確保

運営方針等の決定

一部種目での実施（実証）

完全実施

休日の地域クラブ活動の実施（ス）

休日の地域クラブ活動の実施（文）

R4.12 R5.6 R5.12

R5.12より、地域クラブ活動の
実施に係る設問をスポーツ系
と文化系に分離して調査

※各項目の数値は、「実施済み」の他、「取組中」、
「検討中」、「今年度中に実施予定」等を含む。

79市町村
約44％増

91市町村
約51％増



・部活動顧問の代表者を集めた意見交換会を実
施。種目ごとに現状と課題を整理し対応検討

・人材と地域移行可能な種目を把握するため競
技団体等と意見交換

・種目ごとに協議（関係団体、顧問教諭、学校
管理職、市教委職員）

地域移行に向けたその他の取組
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意見交換 先進地視察

地域連携 その他

・先進地（伊達市、登別市、安平町）の視察を
実施

・部活動の地域移行検討プロジェクトチームに
よる先進地の行政視察研修

・令和６年度から部活動指導員の配置を予定、
合同部活動の実施を検討中

・今年度から剣道部と野球部に部活動指導員を
配置

・地域移行に長期的な見通しが必要であり、ま
ずは、拠点校方式を導入

・教職員以外の者が指導する場合は、部活動指
導員を経験した後に移行を検討

・吹奏楽部に部活動指導員1名を配置。個々の生
徒の能力向上につながる指導

・コーディネーターに地域おこし協力隊を採用
・近隣４町及び民間業者で「４町合同部活動に
関する連携協定」を結び、地域移行に向けた検
討

・町内の全家庭にチラシを配布。児童生徒や保
護者、教員に文書の配布とアンケート調査の実
施を予定

・スキー連盟の協力により、試行的にスキーに
よる体力づくりを実施予定



近隣市町村との連携
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管内 連携グループ

空知 ①深川市・妹背牛町・秩父別町・北竜町・沼田町・雨竜町

後志 ②岩内町・共和町・神恵内村・泊村

胆振
③安平町・厚真町

④伊達市・壮瞥町・豊浦町・洞爺湖町

渡島 ⑤木古内町・知内町・福島町・松前町

上川
⑥中川町・音威子府村

⑦富良野市、上富良野町、中富良野町、南富良野町、占冠村

オホ
⑧紋別市、興部町、雄武町、滝上町、西興部村

⑨津別町・美幌町

十勝

⑩新得町・鹿追町・清水町

⑪本別町・陸別町・足寄町

⑫池田町・豊頃町・浦幌町

札幌市

江別市

千歳市

恵庭市

北広島市

石狩市

当別町新篠津村

函館市
北斗市

松前町福島町

知内町

木古内町

七飯町

鹿部町
森町

八雲町

長万部町

江差町

上ノ国町

厚沢部町

乙部町

奥尻町

今金町

せたな町

小樽市

島牧村

寿都町

黒松内町

蘭越町 ニセコ町

真狩村
留寿都村

喜茂別町

京極町

倶知安町

共和町

岩内町

泊村

神恵内村

積丹町

古平町

仁木町

余市町

赤井川村
夕張市

岩見沢市

美唄市

芦別市

赤平市

三笠市

滝川市

砂川市歌志内市

深川市

南幌町

奈井江町
上砂川町

由仁町
長沼町

栗山町

月形町

浦臼町

新十津川町

妹背牛町

秩父別町

雨竜町
北竜町

沼田町

旭川市

士別市

名寄市

富良野市

鷹栖町

東神楽町

当麻町

比布町
愛別町

上川町

東川町

美瑛町

上富良野町

中富良野町

南富良野町

占冠村

和寒町

剣淵町

下川町

美深町

音威子府村中川町

幌加内町

留萌市

増毛町

小平町

苫前町

羽幌町

初山別村

遠別町

天塩町

稚内市

猿払村

浜頓別町

中頓別町

枝幸町

豊富町

礼文町

利尻町

利尻富士町

幌延町

北見市

網走市

紋別市

美幌町

津別町

斜里町

清里町

小清水町

訓子府町
置戸町

佐呂間町

遠軽町

湧別町

滝上町

興部町

西興部村

雄武町

大空町

室蘭市

苫小牧市

登別市

伊達市

豊浦町

壮瞥町 白老町

厚真町

洞爺湖町

安平町

むかわ町

日高町

平取町

新冠町

浦河町

様似町

えりも町

新ひだか町

帯広市

音更町

士幌町

上士幌町

鹿追町

新得町

清水町

芽室町

中札内村
更別村

大樹町

広尾町

幕別町

池田町

豊頃町

本別町

足寄町

陸別町

浦幌町

釧路市
釧路町

厚岸町

浜中町

標茶町

弟子屈町

鶴居村

白糠町

根室市

別海町

中標津町

標津町

羅臼町①

②

③④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

・43市町村12グループが、連携した取組の検討を模索している。



地域移行に向けた課題
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・「指導者の確保」が最も多く、続いて、「実施主体・受け皿団体の確保や体
制整備」、「運営財源の確保」、「生徒の移動手段の確保」が多い。

地域移行に向けた取組において、課題に感じている点について選択して下さい。

85.4%

93.3%

82.0%

76.4%

45.5%

27.5%

57.3%

57.3%

50.0%

50.0%

21.3%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

実施主体・受け皿団体の確保や体制整備

指導者の確保

運営財源の確保

生徒の移動手段の確保

活動場所の確保

庁内の推進体制の脆弱性

近隣市町村との連携体制の構築

関係団体との調整

大会参加に係る条件（指導者の資格取得要件等）

地域における理解の促進

民間企業等との連携

その他

＜その他主なコメント＞
・困窮世帯への支援（就学援助の基準緩和を

含む）
・保護者負担
・活動方針が市町村に委ねられている。
・中体連の出場要件が種目によってハードル

が高く教員以外の引率が難しい。
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２ 令和６年度の実証事業
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スポーツ庁：令和６年度当初予算案

継
続

新
規
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スポーツ庁資料R6.1.30
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スポーツ庁資料R6.1.30



令和６年度の実証事業参加希望の有無
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・約２割の市町村が実施を希望、約３割の市町村が検討中と回答。

来年度、スポーツ庁・文化庁で実施予定の地域クラブ活動実証事業について、現時点での
実施予定について選択して下さい。

16%

30%

53%

1%

希望する

検討中

希望しない

その他

＜その他主なコメント＞
・地域クラブの実証まで、体制や指導者を含
め現時点で実施の見通しを立てることが困難

54市町村

29市町村
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３ 道教委の取組

・部活動の在り方検討支援アドバイザー派遣事業
・Do-START（Hokkaido Supporters for the art and sports）構想
・先進地視察（長崎県長与町）
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部活動の在り方検討支援アドバイザー派遣事業

令和５年度　部活動の在り方検討支援アドバイザー派遣一覧
※　令和6年2月7日現在派遣決定分

1 石狩 石狩市 ○ R5.6.8 木 磯田　大治　氏 25 釧路 釧路教育局 ○ ○ R5.10.30 月 磯田　大治　氏

2 十勝 浦幌町 〇 R5.6.22 木 小田　新紀　氏 26 オホーツク 網走市 ○ ○ R5.11.8 水 井上　諭一　氏

3 上川 和寒町 ○ R5.6.26 月 伊端　隆康　氏 27 オホーツク 清里町 ○ R5.11.9 木 井上　諭一　氏

4 十勝 浦幌町 〇 R5.6.26 月 小田　新紀　氏 28 空知 長沼町 ○ R5.11.14 火 山本　理人　氏

5 オホーツク 津別町 ○ R5.7.10 月 井上　諭一　氏 29 日高 日高教育局 ○ R5.11.16 木 山本　理人　氏

6 十勝 中札内村 ○ R5.7.10 月 熊耳　雅美　氏 30 胆振 洞爺湖町 〇 R5.11.20 月 熊耳　雅美　氏

7 上川 名寄市 ○ R5.7.14 水 山本　理人　氏 31 胆振 安平町 ○ ○ R5.11.25 土 磯田　大治　氏

8 十勝 新得町 ○ R5.7.19 水 小田　新紀　氏 32 胆振 洞爺湖町 〇 R5.11.29 水 熊耳　雅美　氏

9 釧路 浜中町 ○ R5.7.20 月 熊耳　雅美　氏 33 十勝 中札内村 ○ R5.11.30 木 熊耳　雅美　氏

10 空知 奈井江町 ○ R5.7.25 火 磯田　大治　氏 34 上川 中川町 ○ ○ R5.12.6 水 熊耳　雅美　氏

11 釧路 弟子屈町 ○ R5.8.1 火 伊端　隆康　氏 35 十勝 広尾町 ○ R5.12.11 月 小田　新紀　氏

12 留萌 留萌教育局 ○ R5.8.10 木 磯田　大治　氏 36 釧路 釧路町 ○ R5.12.13 水 磯田　大治　氏

13 渡島 函館市 ○ ○ R5.8.17 木 熊耳　雅美　氏 37 オホーツク 遠軽町 ○ R5.12.22 金 井上　諭一　氏

14 オホーツク 滝上町 ○ R5.8.25 金 井上　諭一　氏 38 檜山 今金町 ○ R6.1.22 月 山本　理人　氏

15 釧路 標茶町 ○ R5.8.27 日 小田　新紀　氏 39 石狩 江別市 ○ R6.1.24 水 熊耳　雅美　氏

16 十勝 池田町 ○ R5.8.28 月 磯田　大治　氏 40 後志 京極町 ○ R6.1.25 木 熊耳　雅美　氏

17 根室 羅臼町 ○ R5.9.13 水 熊耳　雅美　氏 41 十勝 士幌町 ○ R6.1.29 月 熊耳　雅美　氏

18 上川 上川教育局 ○ R5.9.19 火 山本　理人　氏 42 空知 沼田町 ○ ○ R6.2.9 金 磯田　大治　氏

19 釧路 厚岸町 ○ R5.9.20 水 伊端　隆康　氏 43 オホーツク 湧別町 ○ ○ R6.2.13 火 小田　新紀　氏

20 檜山 檜山教育局 ○ R5.9.28 木 磯田　大治　氏 44 十勝 幕別町 ○ R6.2.15 木 山本　理人　氏

21 オホーツク 西興部村 ○ R5.9.28 木 井上　諭一　氏 45 空知 栗山町 ○ R6.2.19 月 山本　理人　氏

22 上川 東川町 ○ R5.10.5 木 熊耳　雅美　氏 46 釧路 釧路町 ○ R6.2.22 水 磯田　大治　氏

23 十勝 足寄町 ○ R5.10.6 金 小田　新紀　氏 47 空知 芦別市 〇 R6.2.27 火 磯田　大治　氏

24 オホーツク
オホーツク
教育局

○ ○ R5.10.16 月 小田　新紀　氏 派遣回数のべ47回 【参考】令和４年度 派遣回数　１９回

派遣アドバイザー

検討会議 説明会 講演会 希望年月日 曜日

No. 管内 市町村名等

派遣対象 派遣日程

派遣アドバイザー

検討会議 説明会 講演会 希望年月日 曜日

No. 管内 市町村名等

派遣対象 派遣日程



子どもたちが、将来にわたってスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる環境を整えるため、企業等からの支援（寄附や人
的支援等）を受けられる体制を整備し、各地域における官民連携による取組促進を図る。

R5
教育庁部活動改革推進課

・行政や団体など既存のリソースだけで、部活動・地域クラブ活動を持続的に行う
ためには、参加者による相応の費用負担や継続的な財政的な支援が必要となる。

・改革推進期間後の持続可能な運営のため、道が企業等と連携しながら支援する仕
組や、実施主体が地元企業との連携体制の構築を支援する仕組みが求められている。

部活動の地域
移行に向けた
主 な 課 題

 運営団体・実施主体の整備
 指導者の質と量の確保
 運営財源の確保
 参加者の費用負担軽減

【役割分担案】

HokkaiDo Supporters for The ARts & SporTs

北海道

市町村教育委員会
地域クラブ

地元企業・商工会等

企業・経済団体

支援呼びかけ・事業提案等

事業企画

・寄付・協賛
・人的支援 等

・ノウハウ提供
・アドバイザー派遣

自走に向けた連携体制の構築

地域の支社や団体へ
支援呼びかけ

将来にわたり子どもたちがスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができるよう、官民連携で実施主体を支援

※Do-STARTとは･･･
HokkaiDo Supporters for The ARts & SporTsのアクロニムで、道内で始まった部活動の
地域移行を支援する仕組み

事業の実施にあたり、知事部局（環境生活部、
官民連携推進局）と道教委が横断的に連携し、
それぞれの役割を明確化することで、取組の推
進を図る。

総合政策部環境生活部

教育庁
ほっかいどう応援団会議

道内外企業 経済団体

地元企業 地域支社・支店

商工会・青年会

・ニーズの共有

Phase2

Phase1
事業の推進体制

環境生活部
（スポーツ振興課・文化振興課）

実施主体のニーズ把握

総合政策部
（官民連携推進局）

企業への呼びかけ

教育庁
（部活動改革推進課）

事業総括・企画
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◎長崎県長与町

◎NPO法人総合型ＳＣ長与スポーツクラブ（平成21年設立）

全国の事例の紹介（長崎県長与町）

・人口 約４万人
・中学校数 ３校（長与中、長与第二中、高田中)

○令和５年４月から、休日のすべての運動部活動を「地域スポーツ
活動」で行っている。

○12種目21活動 350名参加

○指導者数 124名
・124名には兼職兼業の教員20名含む（長与町教員全体の2割強）
・大学生33名

○生徒の安全･健康管理を確保するため、活動時は原則複数名で指導
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全国の事例の紹介（長崎県長与町）

月 火 水 木 金 土 日

学校部活動 平日３日以内 － －

地域の活動 － － － － － ○ ○

長与町の運動部活動の地域移行

○学校の部活動は平日３日以内で実施。休日の地域スポーツ

活動に参加するかしないかは、生徒が選択。

○Ｒ５年度の中体連大会の参加について、バスケットボール

は「地域クラブ」として参加。他種目は「学校別」で参加。
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主 体 内 容

R2
年
度

①教育委員会 意思決定・条件整備

②教育委員会と総合型クラブ 受け皿決定

R3
年
度

③教育委員会と学校（校長会）と
の協議

休日の運動部活動廃止の合意形成

④指導者確保（町教委と受け皿） 教室運営方法や役割分担の協議

R4
年
度

⑤保護者説明（受け皿、町教委、
学校）

教室運営方法や月会費など

⑥参加者募集（受け皿） 入会届・入会金・保険加入

R5
年
度

⑦調整（町教委、受け皿） 指導者確保、効率のよい受け皿運営

全国の事例の紹介（長崎県長与町）

地域スポーツ活動実施までのプロセス
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◎長与町の地域スポーツ活動の実施体制と取組

○教育委員会：コーディネーターの配置（元保健体育科の校長）

○長与スポーツクラブ：事務局長、フルタイム職員の配置
・指導者確保・質の向上：オンデマンドで56時間開催 他
・財源確保：月会費3,000円の徴収

就学援助支援世帯には月会費2,000円の支援
生徒のユニフォーム等は実費負担

・企業版ふるさと納税（2,000千円）、企業からの寄付、マイ
クロバス（看板掲載）

・官民連携：長与町・スポーツデータバンク・三井住友海上
火災保険による三者連携協定

全国の事例の紹介（長崎県長与町）
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全国の事例の紹介（長崎県長与町）

長与町のスポーツ活動の方向性

生涯スポーツ社会の実現

○少子化に伴う中学生世代の部活動改革を契機に、学校を含め
た地域の中で中学生世代の運動・スポーツ活動を進化させる。

○令和５年度から令和７年度までの改革推進期間に、長与町の
総合型地域スポーツクラブの充実を図る。

○将来的には、中学生世代にとらわれない持続可能な地域のス
ポーツ活動が実施できる環境整備を目指す。


